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１．研究計画の概要 

（１）本研究は、語の認知処理に関わる心
内・脳内メカニズムの実証的な解明と、そ
れに基づく文法理論への貢献を第一の目的
とする。具体的には、使役述語等の複雑述
語とその項関係の認知処理に焦点をあて、
語の産出や理解にどのような心内・脳内メ
カニズムが関与しているのかを，事象関連
電位（ERP）計測の手法を用いた実験を行
うことによって明らかにする。 

（２）本研究の第二の目的として，日本語処
理に関するERPの基礎データ蓄積をめざす。
日本における言語処理の ERP 研究は欧米に
比して遅れており，日本語を対象とする基本
的なデータの蓄積が急務である。具体的には，
複文構造の処理に関わる違反や，屈折の違反
などについてどのような ERP 成分が誘発さ
れるかを実験によって明らかにする。 

 

２．研究の進捗状況 

（１）上記第一の目的については，日本語の
二種類の使役構文（サセ使役と語彙使役）に
焦点を当て，意味違反を含む非文の処理に関
わる ERP 反応を観察した。この結果，語彙
使役では，一般の意味違反と同じく N400 の
みが観察されたのに対し，サセ使役では，
N400 だけでなく，埋め込み構造処理の反映
と考えられる AN 成分が観察された。 

（２）上記第二の目的については，二つの実
験を実施した。 

①一つは，埋め込み構造の処理に関わる ERP

反応の計測である。（１）のサセ使役は，接
辞付加が埋め込み構造を実現する複雑述語
の例であるが，そもそも独立の動詞を二つ含
む一般的な埋め込み文構造の処理負荷が
ERP にどのように反映されるのか，先行研究

はほとんど存在しないため，日本語の「自分」
が長距離束縛を許すという性質を利用し，埋
め込み構造に関わる非文処理の ERP 反応を
計測する実験を行った。単文構造を想定して
いた読み手が複文構造であることを認識し
た時点で，（１）のサセ使役に観察されたも
のと同じ AN 成分が観察されることが示され
た。 

②第二の目的の二つ目の実験は，屈折違反に
関わるものである。英独語を中心とする先行
研究では，屈折や格照合の違反に LAN と呼
ばれる統語違反に特有の ERP 成分が観察さ
れているが，日本語では格違反に N400 が観
察され，典型的な統語違反反応としての LAN

は観察されていない。動詞の活用形の違反に
ついてのERP反応を計測することによって，
日本語の統語違反に英独語と同じ成分が得
られるか否かを検証する予定である。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由）（１）の使役については，成果を論
文集に含まれる論文の形で公表を終えてい
る。今後，他の複雑述語の検討とあわせて，
さらに考察を深める予定である。（２）の①
は実験結果を口頭発表の形で公表を終え，現
在論文執筆準備を行っている。（２）の②に
ついては，３月中に終了予定であった実験が
震災の影響で延期されているが，５月には再
開する予定であり，大きな遅れとはなってい
ない。 

 

４．今後の研究の推進方策 
（１）については，現在，埋め込み構造を含
み，規則的な接辞付加を用いる可能形の処理
を，単文構造でレキシコンに記憶されている
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と考えられる自動詞形の処理と比較するこ
とにより，さらに考察を深める。現在，可能
形の実験デザインを検討中であり，今年度後
半から来年度初めにかけて，実験実施する予
定である。 
（２）については，①の複文構造処理の結果
を論文として執筆すると同時に，②の震災で
中断した実験を再開し，結果の解析を今年度
中に行う予定である。さらに，格照応につい
ても，語彙情報に依存しない「格違反」のあ
り方を検討し，実験の可能性をさぐる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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